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１．研究の目的と方法
⑴　研究の目的と背景
　本研究の目的は，小学生の道具使用技能のうち，のこ
ぎりによる切削技能に焦点をあて，その発達過程を明ら
かにすることである。
　現代の子どもたちは，昔の子どもたちに比べて不器用
だといわれて久しい１）。しかし，それは，子どもたちの
資質の問題というよりはむしろ，製作する経験が極端に
減った生活環境に主要な原因があるのではないか。いい
かえれば，一定の製作経験を保障するならば，現代の子
どもたちであっても，製作技能を豊かに獲得する可能性
を秘めていると考えられる。
　こうした問題意識の下，本研究では，製作技能のうち，
のこぎりによる切削技能の発達過程に焦点をあてた。そ
れは，小学校図画工作科や中学校技術・家庭科技術分野
の教科書において，主要な道具としてのこぎりが取り上
げられているとともに，切削加工が木材加工の基本であ
り，また「大工道具の主力」２）と称されるのが，のこぎ
りという道具だからである。
　本研究に関連する主要な先行研究としては，森下一期
と木村誠の研究成果３）がある。これらの研究によって，
以下のことが明らかとなった。
　第一に，のこぎりの使用技能は，小学校第１学年から
第５学年にかけて直線的に向上していくのではなく，第
３学年あたりを一つの節目として，作業に対する試行錯
誤などの内面的・精神的な変化を呈していることが明ら
かとなった。第二に，学習者による作業のフィードバッ
クが技能教授の方法として有効であること，そして，そ
の有効性をもちはじめるのは小学校第４学年以降である
ことを指摘した。ただし，これらの研究は，1980年代あ
るいは1990年代に実施されたものであり，生活環境が大
きく変わった現代の子どもたちの実態を再調査する必要
がある。また，調査内容に関しても，小学生ののこぎり
による切削技能に関わるフォームや動作の特徴を個々に
指摘するにとどまり，技能教授の際に考慮すべき，それ
らの特徴がいかに技能獲得に結実していくかの道筋，す
なわち，のこぎりによる切削技能の発達過程としてとら
える視点は設定されていない。
　そこで，本研究は，森下や木村の研究成果を踏まえ，
調査対象を第４学年以上の小学生に設定し，自己動作の
フィードバックという技能教授の方法を取り入れつつ，
現在の小学生ののこぎりによる切削技能の発達過程を明
らかにすることを試みる。
⑵　研究の方法
①　調査の概要
　本研究は，以下のような調査を実施し，その結果を分
析することで，小学生ののこぎりによる切削技能の発達
過程をとらえることを試みる。
　本研究における調査対象は，小学４年生14名（男子９
名，女子５名），小学５年生９名（男子３名，女子６名），
小学６年生７名（男子４名，女子３名）の計30名である。
調査は，2014年11月～12月にかけて，計６回を実施した。
調査課題は，アカマツの角材（30mm×40mm）を，直
角に切り落とす作業の反復を課した。角材へは，４面に
事前にけがいておいた。のこぎりは，刃わたり270mm
の両刃のこぎりを使用した。作業の反復回数は，調査場
所の条件によって，以下のように二つの場合に分けた。
②　大学で調査を実施する場合
　千葉大学教育学部の木材加工実習室で調査を行う。こ
の場合，作業の反復回数は５回とした。まずは，子ども
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たちに事前指導なしに角材を切らせる。その後，作業を
通して気がついたことや考えたこと等の感想を記述させ
る。記述の際には，十分に記述できないことも考慮し，
調査実施側から子どもたちに積極的に働きかけることで，
子どもたちの内面的な状況を引き出すことに留意した。
　次に，子どもたちに，のこびき作業のための理想の姿
勢，ストロークの仕方，柄を持つ位置を図示した資料を
提示し，演示を交えて指導する。さらに，１回目の作業
の際に，正面と側面から定点撮影した映像を見せ，自己
動作のフィードバックを試みる。また，切り落とした作
業片を測定し，作業結果を確認する。これらの振り返り
をワークシートに記入した上で次の作業のめあてを設定
し，２回目の作業に入る。これら一連の作業を，２回目
以降も繰り返し，最終的には，５回の切り落とし作業を
行う。
③　小学校で調査を実施する場合
　千葉市立Ｔ小学校の工作室で調査を行う。この場合，
大学での調査に比べて時間が制限されたため，大学での
調査を基本としつつも，作業回数を２回もしくは３回に
設定した。この際，事前指導なしの切り落とし作業を省
略した。また，ワークシートへの記入も，時間短縮のた
め実施せずに，口頭での聞き取りを映像撮影して記録し
た。なお，映像撮影については，事前に了解を得た上で
行った。
④　作業の分析事項
　作業の分析事項は，森下・木村の先行研究を参考に，
１）集団の属性（グループ），２）作業速度と作業片の
評価（「結果」），３）作業中ののこびきのフォーム（フォー
ム），４）動作の変化（動作）ごとに設定した。これら
の具体的な分類方法を略記したものが，表１である。
　また，これらの分析事項の解析も，先行研究を参考に
次のように実施した。まず，表１の分析事項のうち，実
測値は一定の幅をつけて分類し，他の分類値については
望ましいと思われる順に並べ，度数分布集計を行う。あ
わせて，平均値，標準偏差も算出する。さらに，「結果」
のなかでも，「できばえ」と他の変数などのクロス集計
を試みる。
２．調査の結果と分析
⑴　時　　間
　作業にかかった時間は，表２の通りである。作業にか
かった時間の平均は，１回目の作業が52.3秒，２回目の
作業が57.57秒，３回目の作業が50.75秒，４回目の作業が
77秒，５回目の作業が56.25秒であった。また，作業にか
かった平均時間は，１回目から２回目に移った際には＋5.27
秒，２回目から３回目には－8.44秒，３回目から４回目
には＋9.50秒，４回目から５回目には－20.75秒，と変化
していた。
⑵　回　　数
　木材を切り落とすのにかかったストロークの回数は，
表３の通りである。ただし，切り溝をつける動作は，ス
トロークの回数には含めないものとする。作業にかかっ
たストロークの回数の平均は，１回目60.37回，２回目
62.07回，３回目64.63回，４回目137.5回，５回目103.5回
であった。
⑶　できばえ
　「できばえ」は，切り落とした作業片の四隅を測定し
た結果で，良い結果から１，２と続け，11までランクづ
けした。前後方向のズレの平均値（できばえａ）は0.2mm
ごとに，上下方向のズレの平均値（できばえｂ）は0.3mm
ごとにランクづけした。できばえａ＋ｂは，できばえａ
とできばえｂのランクを足した値から算出した。調査結
果は，表４，表５，表６の通りである。前後方のズレで
あるできばえａは，早い段階からできばえが良いのに対
して，縦方向のズレであるできばえｂは，作業回数を重
ねる中で修正されていくことがわかる。できばえａ＋ｂ
では，２回作業をしたグループでは14名中12名が，３回
表１　分析事項の分類と変数名
分析事項 分析事項の分類［分類の仕方］ 「変数名」
①グループ 　１－１　学年
　１－２　男女
　１－３　利き腕
②「結果」 ＊２－１　速さ［時間，のこびき回数］ 「時間」「回数」
＊２－２　できばえ
＊２－２－１　前後方向の上面のずれ 「できばえａ」
＊２－２－２　上下方向のずれ 「できばえｂ」
＊２－２－３　前後方向と上下方向の総合評価 「できばえａ＋ｂ」
③フォーム ＊３－１　 柄はどこにあるのか［からだの中心，肩の下（脇をしめている），からだの
内側にあるか，外側にあるか］
「柄の位置」
＊３－２　 顔の位置［のこ身の真上，のこ身に対してからだの内側からのこをみる，の
こ身に対してからだの外側からみる］
「顔の位置」
＊３－３　両手びきか片手びきか［両手の場合は利き手が後ろか］ 「片手びき・両手びき」
＊３－４　柄のどこを握っているか［柄じり，真ん中あたり，柄がしら］ 「握る位置」
④動作 ＊４－１　刃をどのくらいつかっているか［刃わたりの１／３，１／２，２／３，ほぼ全長］ 「刃わたりの使用」
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作業したグループでは12名全員が，５回作業したグルー
プでは４名全員が，ランクが良い方向に変化した。
⑷　柄の位置
　柄の位置は，脇の下を１，体の中心と利き腕側の脇腹
の間を２，体の中心を３，その他を４とランクづけした。
これらの結果をまとめたのが，表７である。
⑸　顔の位置
　顔の位置は，のこぎりの真上にある時を３，そこから
向かって頭一つ分右側にある時を４，さらにもう一つ分
右側にある時を５，左側に頭一つ分ある時を２，さらに
もう一つ分左側にある時を１とランクづけした。これら
の結果をまとめたのが，表８である。
⑹　片手びき・両手びき
　両手びきで作業した子どもは24名，片手びきで作業し
た子どもは４名，途中で片手びきから両手びきに変えた
子どもは２名いた。
⑺　柄を握る位置
　作業中にのこぎりの柄を握っている位置を，真ん中を
３，柄頭側を５，柄尻側を１，これらの中間を２，４と
してランクづけした。これをまとめたのが，表９である。
ただし，両手びきの場合は，柄尻側の持ち手の位置を記
録した。30名中25名が，柄尻側を握ることができていた。
表３　切り落とし作業に要したストロークの回数
氏名 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
A 36 41
B 23 24
C 49 37
D 49 36
E 32 54
F 24 15
G 29 18
H 30 36
I 25 52
J 106 95
K 144 114
L 49 60
M 47 130
N 94 119
O 38 26 43
P 59 54 42
Q 61 78 60
R 45 52 31
S 76 52 71
T 26 25 26
U 27 23 20
V 57 56 50
W 43 37 38
X 46 123 77
Y 52 31 56
Z 29 47 44
AA 129 66 108 161 51
AB 121 60 135 109 128
AC 191 233 109 172 136
AD 74 68 124 108 99
注）単位は，回
表２　切り落とし作業にかかった時間
氏名 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
A 47 91
B 11 30
C 41 45
D 25 41
E 28 62
F 21 19
G 51 60
H 90 68
I 57 76
J 64 105
K 56 44
L 21 22
M 27 70
N 42 47
O 93 51 79
P 104 79 50
Q 109 39 22
R 89 93 71
S 79 68 62
T 92 88 66
U 27 21 17
V 43 27 23
W 22 43 39
X 31 52 44
Y 31 45 33
Z 25 29 36
AA 49 51 64 86 34
AB 67 38 69 55 65
AC 87 145 43 79 52
AD 40 78 94 88 74
注）単位は，秒
表４　できばえa（前後方向のズレ）
氏名 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
A 2 2
B 6 2
C 1 1
D 7 3
E 6 2
F 4 5
G 6 2
H 5 2
I 2 2
J 8 2
K 8 2
L 10 7
M 4 4
N 6 6
O 6 2 3
P 1 4 3
Q 4 2 1
R 2 1 2
S 2 4 1
T 4 2 1
U 7 4 4
V 6 1 3
W 4 6 5
X 5 1 1
Y 3 1 2
Z 3 9 4
AA 2 4 1 2 2
AB 6 3 2 2 2
AC 5 3 7 2 2
AD 2 5 1 2 1
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表５　できばえb（上下方向のズレ）
氏名 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
A 1 5
B 5 3
C 11 7
D 2 3
E 3 1
F 4 1
G 1 1
H 8 3
I 10 4
J 3 6
K 11 6
L 5 1
M 4 2
N 4 3
O 6 4 5
P 5 3 1
Q 9 10 3
R 6 1 3
S 3 1 3
T 3 1 2
U 11 1 2
V 1 1 1
W 5 1 7
X 5 1 2
Y 9 1 2
Z 4 1 1
AA 11 1 1 4 1
AB 9 1 6 4 5
AC 4 1 2 2 3
AD 1 1 1 1 1
表６　できばえａ＋ｂ
氏名 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
A 2 4
B 6 3
C 6 4
D 5 3
E 5 2
F 4 3
G 4 2
H 7 3
I 6 3
J 6 4
K 10 4
L 8 4
M 4 3
N 5 5
O 6 3 4
P 3 4 2
Q 7 6 2
R 4 1 3
S 3 3 2
T 4 3 2
U 9 6 3
V 4 1 2
W 5 6 6
X 5 4 2
Y 6 3 2
Z 4 6 3
AA 7 4 1 3 2
AB 8 4 4 3 4
AC 5 3 5 2 3
AD 2 3 1 2 1
表８　顔の位置
氏名 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
A 4 4
B 5 4
C 4 3
D 5 3
E 3 3
F 4 3
G 3 3
H 1 2
I 4 3
J 4 4
K 5 3
L 5 3
M 4 3
N 4 3
O 4 3 3
P 4 3 3
Q 5 4 3
R 3 4 4
S 4 4 4
T 3 3 3
U 4 4 3
V 4 4 3
W 4 4 3
X 5 4 4
Y 5 3 3
Z 3 3 3
AA 5 4 4 4 4
AB 5 4 4 4 4
AC 5 5 5 4 5
AD 2 2 3 3 3
表７　柄の位置
氏名 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
A 2 2
B 2 2
C 2 3
D 3 2
E 3 3
F 3 3
G 3 3
H 3 2
I 2 3
J 3 3
K 3 3
L 3 3
M 2 2
N 2 3
O 3 3 3
P 2 3 3
Q 2 2 3
R 3 3 2
S 2 2 2
T 3 2 3
U 1 2 2
V 2 2 2
W 2 3 3
X 1 1 1
Y 1 2 3
Z 3 3 3
AA 4 2 2 2 2
AB 4 1 2 2 1
AC 1 1 4 1 4
AD 3 3 3 3 3
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⑻　刃わたりの使用
　のこびき作業の際の刃わたりの使用程度を，全体を使
えているのを１，１／５より狭い範囲を10として，１～
10にランクづけした。これをまとめたのが，表10である。
刃わたり全体を使用できたのは，４名しかいなかった。
３．考　　察
⑴　できばえの違いに注目した分析と考察
　ここでは，作業回数３回の子どもたちのできばえａ＋
ｂのランク１～３を「できばえが良い」とし，ランク８～
11を「できばえが悪い」として，各調査項目を分析する。
　できばえの良い場合とできばえの悪い場合の作業時間
をまとめたのが，図１である。できばえの良い場合は，
61秒から70秒までに切り終えるケースが最も多い。正確
な作業のためには，まずは早くもなく，遅くもない適切
な作業時間があると考えられる。また，できばえの悪い
場合は，時間をかけずに切り終わる傾向がある。
　ストローク回数としては，図２をみてわかるように，
できばえが良い場合は，51～70回で切り終わることが最
も多い。また，できばえが良い場合は，ストローク回数
が多くないことも注目される。刃わたりを大きく使い，
少ないストローク回数で安定したのこびき作業ができる
ことが，正確な作業につながっていると考えられる。
　柄の位置に関しては，両手びきが大半のため，体の中
心と利き腕側の脇腹の間であるランク２，および体の中
心であるランク３が多かった。これらの傾向は，作業を
繰り返しても，ほとんど変化はなかった。
　顔の位置は，子どもたちにとって修正しやすい項目で
あったと考えられる。図３にみられるように，３回目の
表９　柄を握る位置
氏名 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
A 2 1
B 2 2
C 2 2
D 2 1
E 2 1
F 1 1
G 1 1
H 1 2
I 1 1
J 2 1
K 1 2
L 3 2
M 1 1
N 2 1
O 1 1 1
P 1 1 1
Q 1 1 2
R 1 1 2
S 2 1 1
T 1 1 1
U 2 1 1
V 2 2 1
W 1 1 1
X 5 5 3
Y 2 1 2
Z 2 2 2
AA 4 3 4 4 4
AB 4 3 3 3 4
AC 4 3 4 4 4
AD 2 3 1 1 1
表10　刃わたりの使用
氏名 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
A 6 1
B 7 7
C 8 8
D 8 8
E 6 6
F 6 3
G 6 2
H 1 2
I 2 1
J 7 3
K 6 7
L 7 7
M 2 7
N 7 8
O 3 1 3
P 3 4 4
Q 5 7 7
R 6 4 4
S 8 8 8
T 4 2 4
U 4 6 4
V 6 7 7
W 8 4 4
X 7 9 6
Y 4 7 4
Z 6 4 4
AA 8 6 7 7 6
AB 5 5 7 7 6
AC 8 7 7 7 6
AD 6 3 6 3 4
鶴岡佑実子，いすみ市立千町小学校，図１　作業時間
図１　作業時間
鶴岡佑実子，いすみ市立千町小学校，図２　作業の回数
図２　作業の回数
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作業を繰り返す際に，のこぎりの真上であるランク３に，
顔の位置が変化していくことが確認された。図４にみら
れるように，できばえの良い場合も，ランク３が最も
多く，できばえが悪い場合には，ランク３がいなかった。
顔の位置は，のこぎりびきの切削技能の獲得の際に，子
どもたちにわかりやすく，かつ重要なポイントになって
いると考えられる。
　柄を握る位置については，図５にみられるように，で
きばえが良い場合，柄尻側であるランク１およびランク
２に集中していた。しかも，これらの特徴は，作業回数
１～２の段階でみられた。柄を握る位置は，練習の早い
段階から指導できると考えられる。
　刃わたりの使用については，図６にみられるように，
作業回数を重ねる中で，徐々に幅広く使用できるよう
になるけれども，３回ほどの繰り返しでは，刃わたり
の２／３程度を使用するランク４にとどまることが多い。
刃わたり全体を使用できるようになる指導が求められる。
⑵　切削技能の発達過程に関する個別事例
　ここでは，作業を５回繰り返すことができた個別事例
のうち，できばえの良くなった事例ごとに，各調査項目
の獲得過程を記述する。
１）AAさんの場合
　AAさんの調査結果は，表11の通りである。AAさんは，
理想の位置とはいえないけれども，２回目の作業の際に，
柄の位置と顔の位置をつかんだとみられる。握る位置は，
今回の調査の中では獲得は難しかったとみられる。でき
ばえに関しては，３回目の作業でできばえが良くなり，
その後継続してできばえが良かった点から，３回目の時
点で作業の正確性を獲得したとみられる。５回目の作業
に入ると飛躍的に作業時間が短くなり，ストローク回数
も激減した。５回目の作業において，効率的に作業する
コツをつかんだのではないかと考えられる。
　AAさんの場合，２回目の作業において，姿勢や動作
の基本を習得し，３回目には，作業の正確性を獲得した
上で，５回目に至っては，より効率的に作業するための
動作の契機が訪れたとみられる。
２）ADさんの場合
　ADさんの調査結果は，表12の通りである。ADさん
は，はじめからのこぎりによる切削技能を獲得していた
と考えられる。新たな知識を得たことによって，２回目
の作業ではできばえが少し悪くなっているけれども，終
始，できばえが良い作業であった。時間と回数は，３
回目を頂点に山となっており，３回目までは教授された
事項に意識を向かわせながら作業をしていたものが，４
表11　AAさんの調査結果
調査項目 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
できばえａ＋ｂ 7 4 1 3 2
できばえａ 2 4 1 2 2
できばえｂ 11 4 1 4 1
時間 49 51 64 86 34
回数 129 66 108 161 51
柄の位置 4 2 2 2 2
顔の位置 5 4 4 4 4
握る位置（後） 4 3 4 4 4
握る位置（前）
刃わたりの使用 8 6 7 7 6
鶴岡佑実子，いすみ市立千町小学校，図３　顔の位置の変化
図３　顔の位置の変化
鶴岡佑実子，いすみ市立千町小学校，図４　顔の位置
図４　顔の位置
鶴岡佑実子，いすみ市立千町小学校，図５　柄を握る位置
図５　柄を握る位置
鶴岡佑実子，いすみ市立千町小学校，図６　刃わたりの使用の変化
図６　刃わたりの使用の変化
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回目，５回目と作業を重ねることによって次第に自然と
理想的な形で作業できるようになった様子をみてとれる。
顔の位置および柄を握る位置については，３回目の作業
でほぼ獲得できたといえる。また，柄の位置は，柄じり
を下げた状態でのこびきをしていたことから，ADさん
にとっては，体の中心で作業をすることがやりやすいも
のであったと推測できる。
　ADさんの場合，３回目の作業を契機として，顔の位
置および握る位置といった動作を獲得，さらにそれ以後
は，できばえも安定して良くなったといえる。
４．ま と め
⑴　調査結果のまとめ
　以上の調査結果とその分析から，次のことが明らかに
なった。
・できばえは，作業回数を重ねるごとに向上する。
・切り落とした作業片の前後方向のズレであるできばえ
ａよりも，上下方向のズレであるできばえｂの方が生
じやすく，同時に，できばえｂは作業回数を重ねる中
で修正される。
・時間については，作業時間が短い者ができばえが良い
わけではなく，また，作業時間が長い者ができばえが
良いわけでもない。
・ストローク回数は，作業を繰り返すうちに少なくなり，
できばえが良い作業結果が増える。
・柄の位置については，作業を繰り返しても，理想とさ
れる位置で作業できるようになることは難しい。
・顔の位置は，子どもたちにとって修正しやすい項目で
あった。多くの子どもが，２回もしくは３回の作業を
繰り返す中で，のこぎりの真上に顔を位置することが
できた。また，これによって，作業の正確性も向上した。
・柄を握る位置も，顔の位置と同様に，子どもたちにとっ
て意識しやすい項目であった。また，柄尻側を握るこ
とで作業の正確性も，早い段階から向上した。
・刃わたりの使用については，回数を重ねるごとに，幅
広く使えるようになるけれども，刃わたり全体を使用
することは難しい。
・個別事例をみると，のこぎりを握る位置や顔の位置な
どの姿勢を習得する中で，まず正確性が向上し，その
上で作業効率の向上や安定性を獲得する。
⑵　小学生ののこぎりによる切削技能の発達過程
　以上の調査結果と個別事例の分析結果を総合するなら
ば，限られたサンプル数に限定されるけれども，次のよ
うな小学生ののこぎりによる切削技能の発達過程を描く
ことができる。すなわち，小学生は，まず柄尻を握るこ
とで安定してまっすぐにのこびきができるようになると
ともに，顔の位置をのこぎりの真上に置くことで，生じ
やすい上下方向のズレを少なくし，正確な切削作業がで
きるようになる。こうした正確性を獲得した上で，刃わ
たりを徐々に幅広く，かつストローク回数を減らしなが
ら，効率的で安定した切削技能を獲得していく。のこぎ
りによる切削技能の指導の際には，こうした小学生の発
達過程を考慮した技能教授が期待される。
⑶　今後の課題
　本研究は，少なくない課題を残す。その中でも，小学
生がのこぎりによる切削技能を獲得する際の指導の課題
として，以下の２点を指摘できる。いずれも，一定の作
業を単純に繰り返すだけでは習得しにくい課題であると
考えられる。
　第一は，のこぎりをひく際の柄の位置の指導である。
両手びきおよび片手びきの双方の体の構え方を視野に入
れた指導のあり方を検討する必要がある。
　第二は，刃わたり全体を使用できるように，刃先から
刃元までを使用してのこぎりをひく感覚を子どもたちに
体感させる指導のあり方を検討する必要がある。
謝　　辞
　本研究の調査にあたり，調査対象者と調査場所を提供
いただいた千葉市立Ｔ小学校に多大なご協力をいただき
ました。ここに記して感謝申し上げます。
注
１）子どもの遊びと手の労働研究会「子どもの手の働き
と意欲の調査」名古屋大学教育学部技術教育研究室
『技術教育学研究』第３号，1986年等を参照。
２）村松貞次郎『道具と手仕事』岩波書店，1973年。
３）森下一期・木村誠「児童ののこぎり使用技能に関す
る調査」名古屋大学教育学部技術教育研究室『技術教
育学研究』第４号，1987年，木村誠「技能学習におけ
るフィードバックの役割について─技術科教育におけ
る技能教授法の開発の手がかり─」名古屋大学教育学
部技術教育研究室『技術教育学研究』第６号，1990年，
木村誠「小学生による自己動作フィードバックの可能
性」『子どもの工作遊びと技能学習』1996年。
表12　ADさんの調査結果
調査項目 １回目 ２回目 ３回目 ４回目 ５回目
できばえａ＋ｂ 2 3 1 2 1
できばえａ 2 5 1 2 1
できばえｂ 1 1 1 1 1
時間 40 78 94 88 74
回数 74 68 124 108 99
柄の位置 3 3 3 3 3
顔の位置 2 2 3 3 3
握る位置（後） 2 3 1 1 1
握る位置（前） 5 4 2 2 2
刃わたりの使用 6 3 6 3 4
